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経済・財政と一体的改革を

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
経
済
が

停
滞
す
る
な
か
、
雇
用
の
不
安

定
化
や
格
差
・
貧
困
の
拡
大
に

よ
り
社
会
の
分
断
が
進
ん
で
い

る
。
国
家
財
政
は
毎
年
度
の
歳

入
の
約
４
割
を
赤
字
国
債
に
依

存
し
、
累
積
し
た
財
政
赤
字
は

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２

倍
に
達
す
る
。

　
国
家
財
政
の
持
続
可
能
性
が

維
持
で
き
な
け
れ
ば
、
社
会
保

障
の
機
能
の
持
続
性
も
確
保
で

き
な
い
。
社
会
保
障
は
経
済
成

長
の
果
実
の
分
配
だ
か
ら
経
済

成
長
が
な
け
れ
ば
社
会
保
障
の

財
源
も
確
保
で
き
な
い
。
他
方

で
社
会
保
障
が
機
能
不
全
を
起

こ
せ
ば
経
済
活
動
は
萎
縮
し
、

国
民
生
活
は
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
社
会
は
不
安
定
化
す
る
。

　
社
会
経
済
の
問
題
を
解
決
し

社
会
保
障
の
機
能
と
持
続
可
能

性
を
い
か
に
確
保
す
る
か
。
財

政
と
社
会
保
障
、
経
済
と
社
会

保
障
は
相
互
に
連
関
し
て
い

る
。
一
体
的
に
改
革
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
ま
ず
２
０
４
０
年
の
社
会
保

障
の
姿
を
展
望
し
て
み
よ
う
。

社
会
保
障
給
付
の
規
模
は
実
額

で
は
な
く
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
政
府
の
推
計
に
よ
れ
ば
、

年
度
の
社
会
保
障
給
付
費
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
は
約

％
で
、

年
度

の
１
・
１
倍
と
な
る
（
図
１
参

照
）
。

年
度
か
ら

年
度
に

か
け
て
は
１
・
５
倍
近
く
に
増

え
た
の
と
比
較
す
る
と
、

年

度
に
か
け
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
伸
び

は
大
き
く
低
下
す
る
。こ
の
間
、

後
期
高
齢
者
が
１
・

倍
に
増

え
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
増
大

ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
抑
制
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
い
い
。

　
総
人
口
の
減
少
と
、
医
療
・

介
護
・
年
金
を
は
じ
め
社
会
保

障
全
体
を
通
じ
て
中
長
期
的
に

効
果
が
持
続
す
る
構
造
的
な
適

正
化
対
策
を
進
め
て
き
た
こ

と
、
特
に
給
付
額
を
抑
制
す
る

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
導

入
な
ど
の
年
金
改
革
の
効
果
に

よ
り
年
金
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
下
が

る
こ
と
が
寄
与
す
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
今
後
さ
ら
に
少

子
化
も
高
齢
化
も
進
む
。
避
け

ら
れ
な
い
人
口
減
少
の
中
で
経

済
や
財
政
と
整
合
性
の
と
れ
る

社
会
保
障
の
構
築
が
必
要
だ
。

だ
が
格
差
・
貧
困
が
拡
大
し
社

会
の
分
断
が
進
む
な
か
、
社
会

保
障
に
求
め
ら
れ
る
機
能
・
役

割
は
む
し
ろ
拡
大
し
て
い
る
。

　
格
差
拡
大
が
経
済
成
長
の
足

か
せ
と
な
る
こ
と
は
、
経
済
協

力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
も

指
摘
す
る
。
社
会
保
障
を
通
じ

た
適
切
な
分
配
を
進
め
る
こ
と

は
、安
定
し
た
中
間
層
の
形
成
、

格
差
拡
大
の
抑
制
、
消
費
（
需

要
）の
下
支
え
な
ど
を
通
じ
て
、

社
会
の
安
定
と
経
済
の
持
続
的

成
長
の
可
能
性
を
高
め
る
。

　
経
済
・
財
政
・
社
会
保
障
の

相
互
依
存
関
係
を
理
解
し
、
分

配
と
成
長
の
連
立
方
程
式
を
成

立
さ
せ
る
解
が
必
要
な
の
だ
。

　
公
的
年
金
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
長

期
的
に
安
定
し
、
む
し
ろ
下
が

っ
て
い
く
（
図
２
参
照
）
。
国

民
経
済
と
の
関
係
で
は
、
マ
ク

ロ
の
公
的
年
金
制
度
を
巡
る
大

ぶ
り
の
改
革
の
必
要
性
は
乏
し

い
。
課
題
は
、
引
退
期
の
所
得

保
障
と
い
う
公
的
年
金
の
機
能

を
維
持
す
る
た
め
の
「
ミ
ク
ロ

の
給
付
水
準
の
確
保
」に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
の
方
策
は

年
改

正
の
議
論
で
既
に
提
起
さ
れ
て

い
る
。
公
的
年
金
に
つ
い
て
い

え
ば
、
支
え
手
の
拡
大
（
少
子

化
対
策
、
非
正
規
労
働
者
へ
の

厚
生
年
金
適
用
拡
大
）
、
寿
命

の
伸
長
に
合
わ
せ
た
就
労
期
間

（

加
入
期
間
）
の
延
長
、
受

給
開
始
年
齢
の
選
択
制
導
入
、

そ
し
て
公
的
年
金
を
補
完
す
る

私
的
年
金
の
拡
充
で
あ
る
。

　
一
方
、
年
金
と
異
な
り
、
医

療
・
介
護
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
引

き
続
き
増
大
し
て
い
く
（
図
２

参
照
）
。
そ
の
要
因
は
、
さ
ら

な
る
高
齢
化
の
進
行
、
特
に
後

期
高
齢
者
の
増
大
、
そ
し
て
医

療
技
術
の
進
歩
（
医
療
の
高
度

化
）
で
あ
る
。
先
進
国
に
ふ
さ

わ
し
い
医
療
を
提
供
す
る
限

り
、
寿
命
が
延
び
れ
ば
生
涯
医

療
・
介
護
費
は
増
大
す
る
。

　
費
用
対
効
果
の
最
大
化
と
い

う
意
味
で
の
「
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
効
率
化
・
費
用
の
最

適
化
」
は
進
め
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
医
療
・
介
護
費
の

大
き
な
ト
レ
ン
ド
は
変
え
ら
れ

な
い
。
医
療
や
介
護
は
「
実
需

実
体
ニ
ー
ズ
」
だ
か
ら
だ
。

　
ゆ
え
に
、
制
限
医
療
や
混
合

医
療
の
導
入
は
問
題
の
解
に
な

ら
な
い
。
公
的
医
療
介
護
費
は

減
っ
て
も
、
社
会
全
体
で
の
医

療
介
護
コ
ス
ト
は
減
ら
な
い
。

　
超
長
寿
社
会
の
医
療
・
介
護

政
策
は
、
発
想
の
転
換
が
必
要

だ
。
限
ら
れ
た
人
的
・
物
的
資

源
で
ニ
ー
ズ
を
効
率
的
に
賄
う

改
革
、
つ
ま
り
は
「
提
供
体
制

改
革
」
で
あ
る
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
、
日
本
の
医

療
介
護
提
供
体
制
は
、
戦
力
の

逐
次
投
入
と
有
限
資
源
の
薄
ま

き
状
態
だ
。
限
り
あ
る
人
的
・

物
的
資
源
の
効
率
的
利
用
と
い

う
観
点
か
ら
思
い
切
っ
た
「
選

択
と
集
中
」
が
必
要
で
あ
る
。

　
疾
病
構
造
・
患
者
像
の
変
化

に
合
わ
せ
た
病
院
機
能
分
化
を

徹
底
し
、
急
性
期
病
院
へ
の
資

源
の
集
中
投
入
で
早
期
治
療
・

入
院
期
間
短
縮
を
目
指
し
て
、

退
院
後
は
地
域
医
療
・
在
宅
介

護
で
支
え
る
。
治
療
か
ら
生
活

支
援
、
施
設
か
ら
在
宅
、
医
療

か
ら
介
護
、
病
院
・
施
設
か
ら

地
域
・
在
宅
へ
と
、
医
療
介
護

全
体
の
人
的
物
的
資
源
を
大
き

く
シ
フ
ト
し
、
地
域
完
結
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
提
供
体
制
、

地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築
す
る
。

　
こ
れ
は
医
療
・
介
護
技
術
の

進
歩
へ
の
対
応
や
予
防
対
策
の

推
進
と
い
う
意
味
も
含
め
て
、

「
国
民
の
医
療
介
護
ニ
ー
ズ
に

的
確
か
つ
効
率
的
に
応
え
最
適

の
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
の
コ
ス
ト

で
提
供
す
る
」
と
い
う
課
題
へ

の
回
答
で
も
あ
る
。
地
味
で
息

の
長
い
改
革
だ
が
、
方
向
感
を

間
違
え
る
こ
と
な
く
、
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
少
子
化
は
静
か
な
る
有
事
で

あ
る
。
経
済
政
策
・
社
会
政
策

を
は
じ
め
す
べ
て
の
政
策
局
面

で
、
避
け
が
た
い
人
口
減
少
の

ト
レ
ン
ド
を
前
提
と
し
た
発
想

の
転
換
、
施
策
の
組
み
立
て
直

し
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
残
念
な
が
ら
人
口
減
少
の
ト

レ
ン
ド
を
変
え
る
こ
と
は
も
は

や
極
め
て
困
難
だ
。
年
以
降
、

人
口
減
少
の
波
は
高
齢
世
代
に

も
及
び
、
総
人
口
の
減
少
は
加

速
し
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
は

大
き
く
減
少
し
て
い
く
。

　
仮
に
今
、
出
生
率
が
劇
的
に

改
善
し
て
も
、
子
ど
も
が
成
長

し
実
際
に
労
働
市
場
に
参
加
し

て
く
る
の
は

年
後
だ
。
つ
ま

り

年
ご
ろ
ま
で
は
新
た
な
支

え
手
の
数
は
決
ま
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
子
ど
も
の
数
を
回
復
さ
せ

る
努
力
を
す
れ
ば
、

年
以
降

の
労
働
力
の
急
速
な
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
、
日
本
の
社
会
経
済

の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
２
つ
の
戦
略
の
同
時

実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
第
１
は

年
ま
で
を
念
頭
に
置
い
た

「
少
子
化
対
応

労
働
力
率
向

上
戦
略
」
で
あ
り
、
今
い
る
現

役
世
代
の
労
働
力
率
の
向
上
、

労
働
力
の
量
と
質
を
確
保
す
る

た
め
の
施
策
だ
。
第
２
は

年

以
降
の
た
め
の
「
少
子
化
克
服

出
生
率
回
復
戦
略
」で
あ
り
、

１
つ
目
の
施
策
を
実
施
し
つ

つ
、
同
時
に
積
極
的
に
出
生
率

（
出
生
数
）
の
回
復
を
可
能
に

す
る
施
策
だ
。

　
２
つ
の
戦
略
を
実
現
す
る
鍵

は
働
き
方
改
革
と
両
立
支
援
、

そ
し
て
家
族
形
成
支
援
と
し
て

の
「
育
児
の
社
会
化

包
括
的

子
育
て
支
援
制
度
の
創
設
」
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
産
業
界
・

企
業
が
果
た
す
べ
き
責
任
・
役

割
は
極
め
て
重
要
に
な
る
。

　
全
世
代
型
社
会
保
障
の
最
重

要
テ
ー
マ
は
「
現
役
世
代
支
援

若
者
支
援
・
家
族
支
援
・
両

立
支
援
対
策
の
充
実
」で
あ
る
。

日
本
の
家
族
関
係
給
付
は
社
会

保
障
給
付
全
体
の
７
％
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
で
２
％
弱
に
す
ぎ
な
い
。

多
様
な
家
族
支
援
施
策
を
継
続

的
に
展
開
し
出
生
率
の
回
復
を

実
現
し
た
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
半
分
の
水
準
だ
。

　
現
役
世
代
を
支
援
す
る
施
策

は
、
将
来
の
日
本
を
支
え
る
た

め
の
「
未
来
へ
の
投
資
」
だ
。

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
よ

る
消
費
税
の
社
会
保
障
目
的
税

化
で
、
少
子
化
を
使
途
目
的
に

加
え
て
最
優
先
で
充
当
し
た
の

は
、
ま
さ
に
こ
の
た
め
の
安
定

財
源
を
確
保
す
る
狙
い
だ
っ
た

こ
と
を
想
起
し
て
ほ
し
い
。

公
的
年
金
の
課
題
は
ミ
ク
ロ
の
給
付
水
準
確
保

医
療
・
介
護
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
引
き
続
き
増
大

少
子
化
克
服
へ
家
族
関
係
給
付
の
充
実
を
急
げ
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